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昨年 4 月に，日本脊髄外科学会の機関誌である『脊髄外科

SPINAL SURGERY』の編集委員長を金彪先生から受け継いだ．

この雑誌の歴史を調べてみると，第 1巻は 1987 年に発刊され，

日本脊髄外科学会の発展とともに歩んできたともいえる．初期

には本誌の編集委員も務めたこともある大阪市立大学の白馬

明先生のご努力により日本脊髄外科学会（当時は研究会）の討

論内容も詳細に記述されており，今読み返しても当時の熱気が

伝わってきて興味深い．現在は Neurospine のアイデンティ

ティを大切にした誌面づくりを心がけている．今回あらためて

振り返ってみると，初めの 10 年間の制作を三輪書店にお願いし

ていたことがわかった．その後の制作は一時期ほかの出版社を

経て，2008 年以降再び三輪書店へ戻っている．一方，本誌「脊

椎脊髄ジャーナル」は，翌年の 1988 年に月刊誌として三輪書店

から発刊され，毎号異なったテーマで特集を組むというユニー

クなスタイルを維持している．また，背表紙を見れば特集のタ

イトルがわかるため，何かを調べたいときには大いに役立って

いる．私の部屋には初期の数号を除いてすべて揃っているの

で，ときどき見返すことがあるが，当時，脊椎脊髄外科医にとっ

て何が関心事であったかがよくわかる．また，同じテーマでも

時代による変遷がよく理解できるのも面白い．ただし，編集委

員にとっては毎年，興味深い企画を考えるのはなかなか骨の折

れる仕事ではある．

さて，今月号の特集は「C5 麻痺の今」である．術後のC5 麻痺

は脊髄脊椎外科医の誰もが関心をもつトピックスであるが，不

思議に今までこのテーマのみに絞って本誌の特集が組まれた記

憶はない．それだけ取り上げにくいテーマということになるか

もしれないが，今回，根尾昌志先生の企画によって大変興味深

い特集に仕上がっている．疫学，発生原因に関するさまざまな

説，診断法，予後予測，予防法まで幅広いテーマが含まれ，それ

ぞれについて最新の知見を得ることができる．その結果，全 13

編と通常号の特集としてはかなりのボリュームとなっている

が，読み応えのある特集に仕上がっており，「C5 麻痺」の知識の

整理に大いに役立つものと思われる．

（高安正和）
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